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工
期
延
長
に
伴
う
現
場
代
理
人
・

技
術
者
の
兼
務
に
つ
い
て

電
設
業
協
会
：
資
材
納
入
遅
延
な
ど
で

工
期
が
延
び
る
と
、
現
場
代
理
人
や
技
術

者
が
拘
束
さ
れ
る
。
工
事
一
時
中
止
時
の

技
術
者
の
配
置
変
更
や
兼
務
な
ど
の
制
度

に
つ
い
て
、
資
料
の
作
成
や
説
明
会
な

ど
、
周
知
を
お
願
い
し
た
い
。

県
：
一
定
の
条
件
で
兼
務
が
可
能
。
４

５
０
０
万
円
未
満
の
工
事
で
は
主
任
技
術

者
の
専
任
も
不
要
と
な
る
。
制
度
が
分
か

り
に
く
い
と
の
意
見
を
踏
ま
え
、
協
会
と

連
携
し
て
周
知
方
法
を
検
討
す
る
。

資
材
納
入
遅
延
に
よ
る

工
事
停
滞
と
経
費
負
担

電
設
業
協
会
：
一
部
の
機
器
や
部
材
の

納
入
遅
延
で
工
事
全
体
が
止
ま
り
、
技
術

者
や
現
場
体
制
の
維
持
が
企
業
の
負
担
と

な
る
。
共
通
費
な
ど
の
増
額
だ
け
で
な

く
、
工
期
延
長
に
よ
る
経
営
面
へ
の
影
響

も
考
慮
し
て
ほ
し
い
。

県
：
工
期
延
長
時
は
、
延
長
期
間
に
応

じ
て
経
費
を
設
計
変
更
で
対
応
し
て
い

る
。
経
営
へ
の
影
響
に
つ
い
て
も
受
け
止

め
る
。

ス
ラ
イ
ド
条
項
の
手
続
き
簡
素
化

電
設
業
協
会
：
資
材
価
格
高
騰
に
伴
う

ス
ラ
イ
ド
条
項
は
手
続
き
が
煩
雑
。
手
続

き
の
簡
素
化
や
、
複
数
資
材
を
合
わ
せ
て

価
格
上
昇
を
判
断
す
る
な
ど
、
適
用
条
件

の
見
直
し
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

県
：
資
材
価
格
の
変
動
時
に
は
、
取
引

価
格
を
設
計
に
反
映
で
き
る
仕
組
み
が
あ

る
。
手
続
き
や
適
用
基
準
の
見
直
し
に
つ

い
て
は
、
協
会
の
意
見
と
し
て
担
当
部
署

に
伝
え
る
。

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
事
業
の
安
全
性
・
適
正
施
工

電
設
業
協
会
：
土
木
部
で
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

を
電
気
工
事
と
し
て
発
注
し
て
い
る
が
、

他
部
局
や
市
町
村
で
は
リ
ー
ス
方
式
も
見

ら
れ
る
。
学
校
や
避
難
所
な
ど
で
は
安
全

性
が
重
要
で
あ
り
、
適
正
施
工
の
観
点
か

ら
土
木
部
の
取
り
組
み
を
他
部
局
な
ど
に

も
伝
え
て
ほ
し
い
。

県
：
土
木
部
で
は
電
気
工
事
と
し
て
発

注
し
、
地
域
業
者
に
も
配
慮
し
て
い
る
。

他
部
局
に
一
律
の
対
応
を
求
め
る
こ
と
は

難
し
い
が
、
具
体
的
な
事
例
が
あ
れ
ば
情

報
共
有
し
、
安
全
性
や
適
正
施
工
に
つ
い

て
周
知
す
る
。

地
域
の
電
気
工
事
業
者
の
受
注
機
会

電
設
業
協
会
：
地
域
と
の
結
び
付
き
が

強
い
電
気
工
事
に
つ
い
て
、
入
札
参
加
地

域
を
一
律
に
広
げ
る
の
で
は
な
く
、
工
事

場
所
や
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
設
定
し
て

ほ
し
い
。
地
元
業
者
の
受
注
機
会
確
保

と
、
応
札
促
進
策
も
検
討
し
て
ほ
し
い
。

県
：
地
元
企
業
の
受
注
機
会
と
競
争

性
・
公
平
性
の
両
立
が
必
要
。
道
路
照
明

な
ど
で
は
地
域
を
絞
る
場
合
も
あ
る
が
、

一
律
の
適
用
は
難
し
い
。
事
例
が
あ
れ

ば
、
今
後
の
発
注
条
件
を
検
討
す
る
際
の

参
考
と
す
る
。

資
材
調
達
難
に
配
慮
求
め
る

リ
ー
ス
適
正
化
な
ど

４
項
目
要
望

中東情勢に伴う主要資材の調達難へ
の配慮および柔軟な工期設定等

電設業協会：中東情勢の緊迫化に伴い、原油・ナ
フサやポリエチレン、ポリプロピレンなどの供給不
安から、高圧ケーブルの受注停止、樹脂製配管・保
温材の逼迫、指定色塗料の供給停滞など、深刻な調
達難が生じている。特に高圧ケーブルは主要メーカー
が相次いで受注制限を行い、代替調達も困難。不可
抗力による遅延への柔軟な工期延長と、余裕を持っ
た工程設定、不利益な取り扱いをしないことをお願
いしたい。
県：適正工期の算定資料や類似工事を参考に工期

を設定しており、引き続き適切な工期設定に努める。
受注者の責めに帰すことができない特殊な事情によ
る工期延長には柔軟に対応する。

⒈ 急激な資材高騰や工期延長に伴う
適正な契約変更の推進と市町村への
運用指導

電設業協会：工期延長に伴う現場管理費などを適
切に精算するとともに、資材高騰を実勢価格に迅速
に反映できるよう、価格改定手続きの簡素化や簡易
スライドなどの導入をお願いしたい。市町村にも制
度の算出方法や運用を周知・助言し、必要な財政措
置への支援を含め、県内自治体で適正な契約変更が
行われるよう指導していただきたい。
県：営繕工事では、工期延長に伴う設計変更時に

共通費を適切に対応している。資材価格の急激な変
動にはスライド条項を適用し、取引価格に基づく契
約変更を実施。算定用の計算書・計算例やナフサ由
来資材の運用をホームページに掲載している。市町
村にも情報提供し、適正な対応を周知する。

⒉

リース一括発注に関する土木部の
模範的役割と他部局への波及　

電設業協会：公共施設のＬＥＤ化などのリース一
括発注は、本来「電気工事」とすべき施工を「物品」
のリースに含めるもので、建設業法の趣旨に照らし
た整理が必要。土木部の適正な分離発注に感謝する
とともに、地元業者の技術力や雇用、災害時の即応
力を守るため、今後も継続し、他部局にも広げてい
ただきたい。
県：営繕工事ではＬＥＤ化に係る電気工事を発注

し、地元企業の受注に配慮した条件を設定している。
他部局から相談があれば情報提供を行う。道路照明
灯のリース方式は採用しておらず、老朽化や道路の
重要度などに応じてＬＥＤ化を進め、県内企業に電
気工事として発注している。今後も地元電設業者の
受注機会確保に努める。

⒊
電気工事の特性や地域の実情に
即した入札制度・条件の見直し

電設業協会：施工品質の確保に向け、電気工事の
特性に即した受注環境の整備をお願いしたい。総合
評価方式のしきい値引き下げに伴う調査手続きの簡
素化・迅速化や、協会が県内 4エリアで構築する災
害時対応体制を踏まえた入札参加条件の適正化に配
慮していただきたい。
県：同一時期・同一条件の分割発注案件では、重

複する提出書類を省略する一括審査方式を導入し、
手続きの簡素化・迅速化を図っている。今後も競争
性・透明性を確保しながら、地元建設業者の受注機
会に配慮して入札参加要件を定めていく。

⒋

要望書を手渡す和田本会長（中央）

県
管
財
課
に
対
し
、
県
有
施
設
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
な
ど
で
地
元
電
気
工
事
業
者
を
活
用
す
る

と
と
も
に
、
工
事
品
質
の
確
保
に
向
け
た
発

注
方
式
の
適
正
化
を
要
望
、
本
和
田
会
長
が

鈴
木
英
治
課
長
に
要
望
書
を
手
渡
し
た
。

協
会
側
は
、
リ
ー
ス
方
式
で
は
工
事
に
適

用
さ
れ
る
基
準
が
適
用
さ
れ
な
い
場
合
が
あ

る
と
し
て
、
地
元
業
者
を
元
請
け
と
す
る
分

離
発
注
な
ど
、
工
事
と
し
て
適
切
に
発
注
す

る
よ
う
要
請
。
併
せ
て
、
価
格
競
争
の
過
度

な
激
化
を
防
ぎ
品
質
を
確
保
す
る
た
め
、
最

低
制
限
価
格
の
設
定
も
求
め
た
。

鈴
木
課
長
は
、
過
去
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
で
リ
ー

ス
方
式
を
採
用
し
た
案
件
が
４
件
程
度
あ
っ

た
も
の
の
、「
今
は
基
本
的
に
電
気
工
事
で

や
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
」
と
説
明
。
最

低
制
限
価
格
に
つ
い
て
も
内
部
基
準
に
基
づ

き
設
定
し
て
い
る
と
し
、
要
望
を
踏
ま
え
て

対
応
す
る
考
え
を
示
し
た
。

 　県管財課　

　

道
路
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
計
画
的
に

道
路
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
計
画
的
に

懇
談
後
に
は
県
道
路
維
持
課
の
杉
山
浩
康

課
長
に
対
し
、
県
管
理
道
路
の
照
明
設
備
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
計
画
的
に
進
め
、
更
新
工
事
で

は
地
元
電
気
工
事
業
者
が
施
工
で
き
る
発
注

方
式
を
活
用
す
る
よ
う
要
望
し
た
。

協
会
側
は
、
近
年
増
え
て
い
る
リ
ー
ス
方

式
で
は
工
事
と
し
て
発
注
さ
れ
な
い
ケ
ー
ス

も
あ
り
、
地
元
業
者
の
受
注
機
会
が
失
わ
れ

る
と
指
摘
。
国
の
交
付
金
を
活
用
し
た
電
気

工
事
と
し
て
の
発
注
を
検
討
す
る
よ
う
求
め

た
。杉

山
課
長
は
、
国
の
交
付
金
を
活
用
し
た

Ｌ
Ｅ
Ｄ
更
新
に
つ
い
て
「
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

の
か
ど
う
か
も
含
め
て
検
討
し
た
い
」
と
回

答
。
県
は
今
年
3
月
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
計
画
を
策

定
し
、
現
在
約
44
％
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
率
を
２
０

３
０
年
に
約
66
％
、
将
来
的
に
１
０
０
％
へ

引
き
上
げ
る
方
針
。
協
会
は
目
標
達
成
に
向

け
、
地
元
業
者
の
活
用
を
求
め
た
。

　県道路維持課　

県
教
育
庁
財
務
課
の
廣
瀬
史
明
課
長
に
対

し
、
県
立
学
校
の
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
リ
ー
ス

方
式
で
は
な
く
、
電
気
工
事
と
し
て
発
注
す

る
よ
う
要
望
し
た
。
和
田
本
会
長
は
リ
ー
ス

方
式
で
は
照
明
器
具
の
取
り
付
け
な
ど
が
工

事
と
し
て
扱
わ
れ
ず
、
標
準
施
工
と
異
な
る

方
法
で
設
置
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
と
指

摘
。「
避
難
所
と
な
る
学
校
で
照
明
が
落
下

す
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
」
と
し
て
、

安
全
確
保
を
求
め
た
。

県
側
は
、
２
０
２
６
年
度
か
ら
５
年
計
画

で
進
め
る
全
県
立
学
校
に
お
け
る
主
要
諸
室

の
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
つ
い
て
、
リ
ー
ス
方
式

を
採
用
せ
ず
、
電
気
工
事
と
し
て
実
施
す
る

方
針
を
説
明
。
協
会
は
、
電
気
工
事
と
し
て

発
注
す
る
こ
と
で
地
元
業
者
の
参
入
や
迅
速

な
整
備
に
つ
な
が
る
と
し
て
、
県
内
市
町
村

に
も
同
様
の
対
応
の
周
知
を
求
め
た
。

　県教育庁財務課　

要望事項と県の対応

要
望
後
の
懇
談
会
で
和
田
本
会
長

は
、
県
側
の
対
応
に
謝
意
を
示
し
た

上
で
、「
業
界
を
取
り
巻
く
状
況
は

非
常
に
厳
し
く
、
会
員
か
ら
さ
ま
ざ

ま
な
声
が
上
が
っ
て
い
る
」
と
説

明
。
資
材
調
達
や
価
格
高
騰
な
ど
、

要
望
事
項
以
外
の
課
題
も
含
め
、
率

直
な
意
見
交
換
を
呼
び
掛
け
た
。

こ
れ
を
受
け
、
小
林
律
之
営
繕
課

長
は
、
県
の
公
共
事
業
へ
の
協
力
に

感
謝
す
る
と
と
も
に
、
昨
年
度
22

件
、
今
年
度
34
件
の
電
気
関
連
工
事

を
予
定
し
て
い
る
こ
と
を
報
告
。
担

い
手
確
保
や
技
術
者
育
成
、
週
休
２

日
制
、
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
、
遠
隔

臨
場
、
電
子
契
約
な
ど
、
働
き
方
改

革
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
を
進
め
て
い
る
と

説
明
し
た
。

今
後
５
年
間
で
全
県
立
学
校

今
後
５
年
間
で
全
県
立
学
校

照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

県
電
設
業
協
会
と
県
土
木
部
の
第
67
回
官
民

懇
談
会
が
こ
の
ほ
ど
開
か
れ
、
同
協
会
は
電
気

設
備
工
事
を
め
ぐ
る
課
題
へ
の
対
応
を
求
め
る

要
望
書
を
、
和
田
本
聡
会
長
が
和
賀
正
光
土
木

部
長
に
手
渡
し
た
。

要
望
は
、
①
中
東
情
勢
に
伴
う
主
要
資
材
の

調
達
難
へ
の
配
慮
や
柔
軟
な
工
期
設
定
②
急
激

な
資
材
高
騰
・
工
期
延
長
に
伴
う
適
正
な
契
約

変
更
の
推
進
と
市
町
村
へ
の
運
用
指
導
③
リ
ー

ス
一
括
発
注
に
関
す
る
土
木
部
の
模
範
的
役
割

と
他
部
局
へ
の
波
及
④
電
気
工
事
の
特
性
や
地

域
の
実
情
に
即
し
た
入
札
制
度
・
条
件
の
見
直

し

－

の
４
項
目
。

手
交
後
、
県
営
繕
課
と
の
懇
談
会
が
開
か

れ
、
同
協
会
は
、
資
材
価
格
や
調
達
環
境
が
大

き
く
変
化
す
る
中
、
受
注
者
が
適
正
な
施
工
体

制
を
確
保
で
き
る
環
境
づ
く
り
が
必
要
と
し
、

発
注
者
側
の
柔
軟
な
対
応
を
求
め
た
。
ま
た
、

リ
ー
ス
方
式
に
よ
る
電
気
設
備
の
一
括
発
注
に

つ
い
て
は
、
地
域
の
電
気
工
事
業
者
へ
の
発
注

機
会
に
も
関
わ
る
課
題
と
し
て
、
土
木
部
が
率

先
し
て
適
正
な
発
注
方
式
を
示
し
、
他
部
局
に

も
広
げ
る
よ
う
要
望
し
た
。

さ
ら
に
、
電
気
工
事
は
一
般
の
土
木
工
事
と

は
異
な
る
専
門
性
や
施
工
条
件
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
入
札
参
加
資
格
や
発
注
条
件
に
つ
い
て
、

電
気
工
事
の
特
性
と
地
域
事
情
を
踏
ま
え
た
見

直
し
を
求
め
た
。

　

県
有
施
設
の
発
注
適
正
化
を

県
有
施
設
の
発
注
適
正
化
を


